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1．背景 
がん細胞への非平衡大気圧プラズマ照射は，新たな低侵襲がん治療法として期待されている[1]-

[3]。その一方，体液や臓器などで満たされた生体内は，プラズマ生成に不利な環境である。本研究
では，生体内での直接的なプラズマ照射法の開発に向け，四フッ化エチレン樹脂（PTFE）製の多
孔質膜を用いて，液相と気相を分離し，生体内のがん細胞の部位によらず，液中に効果的に活性
種を供給するためのプラズマ源の研究開発に取り組んでいる（Fig.1）。本稿では，多孔質膜内のプ
ラズマ源で生成された活性種の液中への供給について検証したので報告する。 
 
2．実験方法 

PTFE 製多孔質膜は，気体の透過性，液体の遮断性を両立した特殊な分離膜である。沿面放電プ
ラズマ源を気孔率 60～80%の PTFE 多孔質膜で覆うことで，気相と液相を分離した新たなプラズ
マ源を製作した。多孔質膜からの活性種を確認するために溶性デンプン 0.5%とヨウ化カリウム
(KI) 0.3%を混合した KI-デンプン溶液を調製した [4]。高電圧電源は，磁気パルス圧縮型電源
（MPC3010S-50SP，㈱末松電子製作所）を使用し，パルス電圧 8kV，500ppsを印加したときの多
孔質膜付近での呈色反応の様子を観測した。 

 
3．実験結果 

PTFE 多孔質膜の表層の KI-デン
プン溶液は，目視にて数秒後から呈
色し始め，時間経過とともに次第に
濃くなった（Fig.2）。多孔質膜内の
プラズマ源で生成された活性酸素
種（ROS）などの液中への供給を確
認した。一方，呈色反応は，表層面
のみに顕著に示されており，濃度拡
散により均一になると推察される。 
 
4．まとめ 

PTFE 多孔質膜を用いた新たなプ
ラズマ照射法を提案し，液相と気相
を分離した多孔質膜プラズマ源を
開発した。KI-デンプン溶液により，
活性種の液中への輸送について検
証したところ，呈色反応は，表層面
のみに顕著に示されることが明ら
かとなった。今後，より効果的に液
相の照射対象物に対して活性種を
供給する条件を明らかにしていく。 
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Fig 1. 液相中における新たな大気圧プラズマ照射手法の 
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Fig 2. PTFE 多孔質膜プラズマ源の呈色反応の様子 

多孔質膜 

プラズマ源 

KI-デンプン溶液 

0秒          30秒後 

水面 水面 

KI-デンプン溶液 

多孔質膜 

プラズマ源 

第72回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2025 東京理科大学 野田キャンパス＆オンライン)16a-K303-1 

© 2025年 応用物理学会 06-016 8.4


